


散光星雲の性質
・構造
・質量

・発光原因

星雲の偏光を観測







シンクロトロン放射
磁場と垂直になる方向へ強く偏光

反射
反射面に平行となる方向に偏光

減光
塵が偏光板の役割



P（偏光度）＝A/B

（最大光度） - （平均の光度）

（平均の光度）
（偏光度）＝

I（0°）+I（90°）
☆（平均の光度）＝

2



～１０％・・・反射光

３０％～・・・シンクロトン放射



明るい部分＝ 0°寄りに偏光



写真鉛直方向に強く
偏光

写真水平方向に弱く
偏光



• 偏光度が3～7％
• 円状に偏光

• 反射による偏光
• 星雲の背後に光源とな
る恒星が存在



馬頭星雲

• 馬頭星雲の縁に沿った偏光
• 偏光度が2～7％の範囲内

• 反射による偏光
• 馬頭星雲の背後に光源と
なる恒星が存在



中央部
• 偏光度が15～32％
• 磁場と対応するように偏光

上部
• 偏光度が８～１３％
• 磁場と対応せず偏光

シンクロトロン放射
反射










